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ファイバフューズの自然停止に伴う2重周期的空孔列の生成
轟眞市 物質・材料研究機構物質研究所
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内容
撮影技術

どのように停止の瞬間を捕えたのか？
撮影結果

自然停止直前に何が見えたのか？
生成機構

残された空孔列から何がわかるのか？
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結論
撮影技術

無被覆区間での放熱が伝搬エネルギーを奪い自然停止
撮影結果

断続的な閃光 (120µ秒)。そこでは空孔列が生成されず
生成機構

空孔生成を伴わない過渡的な伝搬モードが散発的に発生

背景 ファイバフューズとは？

• 数Wの光を伝搬している光ファイバを
局所加熱すると発生 (下装置図参照)

�� ��Video 1

• ’87年に発見、生成した空孔が光を遮断
近年のレーザ出力増加 =⇒事故が顕在化

• 停止デバイスの提案はあるが、
現象の本質は未解明

+ 自然停止時に特異構造を残すことを発見

撮影技術 撮影条件

• 毎秒 25万コマ・単色画像
• 露光 1µ秒、NDフィルタ 8倍
• 256×32ピクセル
• 被覆を剥いた区間で
自然停止する

様子を撮影
Fiber
Laser

1480nm

ND filter

SMF-28

Zoom lens

Ultrahigh-speed
camera

撮影技術 カメラの視野内で自然停止させる方法

• 供給レーザー光強度を減少させていくと、、

通過してしまう8

�� ��Video 2

被覆を剥いた区間で
自然停止 ,

手前で自然停止8

撮影結果 自然停止直前に不規則な閃光⇒その区間は無空孔 (上写真参照)

�� ��Video 3

生成機構 無空孔区間の生成機構

約 1.3 Wのレーザー光を受けて移動する
ファイバフューズを強制停止させた時の
損傷先端部の写真を時系列で並べたもの。
縦線の間隔は、無空孔区間の平均幅。

=⇒過渡的な伝搬モードの割込

生成機構 無空孔区間の屈折率変調

• 高温のプラズマ状発光体の通過
−→屈折率分布が変化

• 無空孔区間で幅広 −→閃光と発熱
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